
情報システムオリエンテーション



システムオリエンテーションの流れ

⚫第1部：大学のシステム

⚫第2部：セットアップと実践
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第1部 大学のシステム



第1部：大学のシステム

1. 学内ネットワーク
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2. 遵守事項

3. 学内設備

5. 講義形式

4. よく使うシステム



1. 学内ネットワーク



学内ネットワークの種類

⚫ 無線LAN（fun-wifi, free-wifiなど）

◼ 大人数だと通信が不安定になる

◼ 接続の初期設定が簡単
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どちらの設定も第2部でサポートします！

⚫ 有線LAN

◼ 大人数でも通信が安定している

◼ 接続の初期設定が難しい



学術ネットワーク（SINET6）

⚫ 全国の大学、および研究機関等の学術情報基盤

◼ 未来大もここを通じてインターネットに接続

◼ 未来大も規則を遵守する必要がある

◼ 大学、研究機関等に対して先進的なネットワークを提供

◼ 多くの海外研究ネットワークと相互接続可能

◼ 一般的なネットワークの利用規則に加え、重要な規則がある

研究教育並びにその支援のための管理業務以外の目的に

ネットワークを利用しないこと
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ネットワーク構成 8



2. 遵守事項



学内システムを利用する上で
遵守事項を守ることは必須



遵守事項の要点

⚫法律や公序良俗に反する行為

⚫知的所有権を侵害する行為

⚫共同利用の機器の設定変更

⚫情報システムの運用に支障をきたす行為や利用目的に

反する行為
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悪いことはしない！

遵守事項の最新内容は、HOPEから閲覧可能

https://hope.fun.ac.jp/course/view.php?id=1114

https://hope.fun.ac.jp/course/view.php?id=1114


アカウント名とパスワードの取り扱い

⚫アカウント名とパスワードを忘れたり、

悪意のある他人に知られたりすると...

◼ ネットワークに接続できない

◼ 各教室のコンピュータを利用できない

◼ 履修登録ができない、変更されてしまう

◼ 提出した課題を削除されてしまう
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重大な被害が出る可能性があるので注意！



共用PCでのログインについて

⚫ 共用PCでGoogleアカウントなどにログインした場合

使用後は必ずログアウトしよう
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◼ 個人情報の流出の恐れがある



ソフトウェアの不正利用について

⚫無料利用できるソフトウェアにもライセンスがある

◼ ライセンスは著作権者が利用を許可されるための条件
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⚫絶対にやってはいけない行為

◼ ライセンスを確認せずに入手したソフトウェアを利用する

◼ ライセンスに従わない利用

◆ 例：不正に認証等を回避する改造

◆ 例：許可された範囲を超えるコピー



3. 学内設備



学内設備

⚫ 学内ネットワーク（有線LAN、無線LAN）

⚫ コンピュータが利用できる教室

◼ Mac教室（365, 494, 496）

◼ ディスプレイ教室（364）

◼ iMac教室（483）

⚫ 工房

⚫ 情報ライブラリ
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学内ネットワーク

⚫ 学内の教室、共有スペース

の机では、原則有線LANの

口と電源が設置

⚫ 学内全域で無線LANを

使用可能
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Mac教室（363, 494, 495）

⚫ プログラミング、Adobe（動画編集、ポスター作製）など

に使用
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ディスプレイ教室（364）

⚫ ディスプレイ、キーボード、

マウスを設置

⚫ 自分のPCやタブレットを

接続して利用
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工房（3階）

⚫ ポスターの印刷
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⚫ 3Dプリンターの使用

⚫ レーザーカッターの使用



情報ライブラリ（3階）

⚫ 本や論文を借りることができる

⚫ 情報ライブラリのシステムを使うことで、図書検索や

貸し出し予約などができる
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教員

⚫ 複数台の多様な携帯情報機器を保有

⚫ 研究用サーバを設置可（研究棟サーバ室）

⚫ AWSの仮想マシン環境

⚫ 研究費で研究用インスタンスも追加可能
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最強コンピュータが使えるかも！！！



4. よく使うシステム



よく使うシステム

⚫ 講義用仮想マシン

⚫ Google Workspace for Education

⚫ HOPE

⚫ 教務システム

⚫ WebDAV

⚫ シングルサインオン

24



講義用仮想マシン

⚫ プログラミング環境を提供

◼ 必携PC（自分のPC）を表示端末としたプログラミング環境

◼ 通信環境があれば接続可能

◼ 月当たりの上限ポイントまで使用可能

◆ 大学が課金済み
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Google Workspace for Education

⚫ Gmail（メール）

◼ 学校から大切なメールがよく来る

◼ 学割などの登録に使える

⚫ Googleカレンダー（スケジュール管理）

◼ サークルやバイトの日程調整がしやすい

⚫ Google drive（クラウドストレージ）

◼ データを保存・共有できる

⚫ Google meet（ビデオ会議）
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HOPE

⚫ 授業資料の閲覧

⚫ 課題の提出

⚫ 大学内の各種案内を閲覧

⚫ メッセージの送受信
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授業関係は
だいたい
HOPE！



教務システム

以下のことを確認できる（https://students.fun.ac.jp)

⚫ 履修登録

⚫ 時間割

⚫ 休講・補講

⚫ シラバス

⚫ 成績

⚫ etc
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https://students.fun.ac.jp/


WebDAV

⚫ ファイル共有や課題の提出に使われる

◼ StudentAndSatff：様々なデータがある

◆ 例：Carrer（就職関係）

◆ 例：Course（授業関係）

◆ 例：harassment（ハラスメント関係）

◼ b0000000：個人用のストレージ
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StudentAndStaffを誤って消したら大罪



シングルサインオン

⚫ ここにログインするだけで各種システムに接続できる

◼ https://sso.fun.ac.jp/
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https://sso.fun.ac.jp/


講義形式



講義形式

⚫ 対面

◼ 大学に来て受講

⚫ 同期型オンライン

◼ 講義時間中に、Teamsなどを使用して受講

⚫ 非同期型オンライン

◼ 指定された期間内に、インターネット上に用意された教材で受講
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講義ごとに形式が違うので
HOPE、メール、教員の個人ページなどを確認！



第1部の最後に



困ったときには

⚫ 各種システムマニュアル

◼ https://portal.fun.ac.jp/

⚫ 所有PCに関する相談は購入元（生協等）へ

⚫ 所有PCが故障等で授業に支障をきたす場合は

2階の学科室（購買近く）へ

◼ 短期間限定で貸し出し可能なノートPCがある

⚫ 学内システム・ネットワークに対する相談先

◼ help-desk-2022sys@fun.ac.jp （システム関連）

◼ net@fun.ac.jp（事務局情報施設担当）
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https://portal.fun.ac.jp/
mailto:help-desk-2022sys@fun.ac.jp
mailto:・net@fun.ac.jp
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第2部 セットアップと実践



第2部：セットアップと実践

⚫ 学内ネットワークの接続

◼ 無線LAN

◼ 有線LAN（クライアント証明書の導入）

⚫ Google chromeの使い方

⚫ Google Workspace for Educationの使い方

⚫ Teamsの使い方

⚫ MSOfficeのインストール

⚫ お役立ち情報
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学内ネットワークの接続



無線LAN

⚫ fun-wifi: 未来大学生向け

◼ アカウントID+パスワードを入力して接続

⚫ free-wifi: ゲスト入校者向け

◼ セキュリティキー: free-wifi

⚫ eduroam: 国内外の他大学・教育関連施設でのWi-Fi利用

◼ メールアドレス（アカウントID@fun.ac.jp）+パスワード
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Wi-Fiの中ではfun-wifiが一番高速



クライアント証明書の導入手順

Windows 11版



事前準備

⚫ LANケーブルを準備してPCに挿す

⚫ wifiの接続を切る

40



1.クライアント証明書の導入手順

1. 証明書発行ページへアクセスする

2. 有線LANを接続し、ブラウザを起動する

3. 「https://diamond01.fun.ac.jp/user/」にアクセスする

4. 以下の画面が表示された際は、

[詳細設定]->[diamond01.fun.ac.jpに進む（安全ではありません）]の順番で

クリック
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クリック

クリック

https://diamond01.fun.ac.jp/user/


2.クライアント証明書の導入手順

⚫ トップページが開いたら、

自分のアカウント名とパスワードを入力して、ログイン
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3.クライアント証明書の導入手順

1.ログインが成功すると、以下の画面が表示される

2.「新規申請」をクリックする

43



4.クライアント証明書の導入手順

1. 「クライアント証明書申請」

のページが表示される

2. CNの項目：

アカウントと同じであること

を確認する

3. 通知メールアドレス：

自分のメールアドレスを

記入後「申請」を

クリックする
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※自動入力のままで良い。
※自分のアカウント名と同じである
事を確認。
表示例：b1025xxx

「 アカウント名＠fun.ac.jp 」
として、メールアドレスを入力
する。
入力例：b1025xxx@fun.ac.jp

入力不要

入力不要

※cnと通知用メールアド
レスを入力後、申請を
クリックする。

※自動入力



5.クライアント証明書の導入手順

⚫ ポップアップが出た場合は、OKを押す
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「OK」をクリック



6.クライアント証明書の導入手順

1.「（アカウント名）の証明書を申請しました。」と

表示される

2.申請されると、状態が「登録済」の証明書が作成される
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「（アカウント名）の証明書を申請しました」と
表示されます



7.クライアント証明書の導入手順

⚫ クライアント証明書欄に表示される「DL」をクリックする
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8.クライアント証明書の導入手順

1.インポートパスワードの入力画面が表示される

2.任意のパスワード（半角英数記号30字以内）を入力して

「登録」をクリックする

3.クリックすると、ダウンロードが開始される

※入力したパスワードは、証明書ダウンロード後の

インストール時に使用する
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証明書をインストールする際に使用するパスワード
を設定します



9.クライアント証明書の導入手順

ダウンロードされたクライアント証明書を選択して

インストール作業を開始する

⚫ フォルダからの場合：

◼ [ファイル]>[ダウンロード]>ダウンロードファイル(○○.p12)

をダブルクリック

⚫ ブラウザからの場合：

◼ ダウンロードファイル（○○.p12）をクリック

49



10.クライアント証明書の導入手順

⚫ ファイル選択時、以下のポップが表示された場合は、

そのまま[OK]をクリックする
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「OK」をクリック



11.クライアント証明書の導入手順

1. クライアント証明書をダブルクリックすると

「証明書のインポートウィザード」が表示される

2. 以下の通りに入力をする
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「現在のユーザー」のまま[次へ]
をクリック

変更せず、そのまま[次へ]をク
リック



12.クライアント証明書の導入手順

⚫ 以下の通りに入力をする
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変更せず、そのまま [次へ ]を
クリック

インポートパスワード（8.）を入れて、
そのほかは変更せず、[次へ]をクリック



13.クライアント証明書の導入手順

⚫ 以下の通りに入力をする
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このような画面が表示される場合は、[はい]をクリック

「完了」をクリックすると、インポート完了



14.クライアント証明書の導入手順

1. [OK]をクリックする

2.以上でクライアント証明書のインストールは完了

3.続いて、端末側の設定変更（802.1X EAP-TLSの有効化）

に移る
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OKをクリック



15.クライアント証明書の導入手順

認証およびインターフェースの設定

※LANケーブルを接続して実施する

1.スタートアップ画面から、設定をクリックする

2.「ネットワークとインターネット」をクリックする

3.「イーサネット」をクリックする
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16.クライアント証明書の導入手順

⚫ 現在接続されているネットワークが表示されるため、

認証設定の[編集]をクリックする
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17.クライアント証明書の導入手順

⚫ IEEE 802.1X認証を有効にして、[構成の編集]を

クリックする
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オンにする



18.クライアント証明書の導入手順

⚫ EAPメソッドは以下の通りに、

信頼されたサーバーに、「diamond01.fun.ac.jp」と

入力する
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19.クライアント証明書の導入手順

⚫ 以下の状態と同じになったら、再度保存をクリックする
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20.クライアント証明書の導入手順

1. 有線認証が必要なネットワークに接続していると、

以下の画面が表示される

2. サインインをクリックする

※表示されない場合は、再度17~19を実施する
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21.クライアント証明書の導入手順

1. 再度サインインする

2. [接続]をクリックする
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22.クライアント証明書の導入手順

⚫ 以下の状態になる

※接続済みになった場合、キャンセルボタンを

クリックしてもよい
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認証試験

1. LANケーブルをいったん取り外し、一分程度待つ

2. LANケーブルを再度接続する

3.はこだて未来大学ウェブページ（www.fun.ac.jp）や

Google・Yahooが閲覧できれば確認完了
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休憩時間

～00:00まで



Google Chromeのインストール



Edgeを起動します 66



Chromeと検索 67



公式サイトにアクセス 68



ダウンロードをクリック 69



ダウンロードされない場合もう一度クリック 70



ダウンロードされたものをダブルクリック 71



インストールを待つ 72



ログインをクリック 73



大学用メールアドレスを入れる 74



アカウント名とパスワードを入れる 75



続行を押す 76



OKを押す 77



続行を押す 78



ONにするを押す(キャンセルでも可) 79



インストール完了 80



Chromeを既定のブラウザに設定する

⚫ 設定を開き、「アプリ」を選択する
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「既定のアプリ」を開く 82



Chromeを見つけて規定する

⚫ 「htm」と「html」と「pdf」と「htpp」と「https」

を規定する
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Google Workspaceの使い方



Gmailの使い方



Gmailの開き方 86



大学のアカウントでログインできない 87

⚫大学以外のGoogleアカウントで，既にログインしている
✓Chromeブラウザを起動

✓ブラウザ右上のボタンの状態を確認

⚫資料「GoogleWorkspace環境へのログインについて」を参照



Gmailの画面が表示 88



メールアドレスが正しければ，

「続行」をクリック

初回の利用の場合



利用規約に同意

ここに書かれている内容

は，未来大学

（fun.ac.jp）が管理す

るGoogleサービスを利

用することに関する説明

です． 説明を読み，利用すること
に同意する場合は

「同意する」をクリック



次へをクリック

スマート機能の有効化を選択
「次へ」をクリック



完了をクリック

サービスのパーソナライズ化を選択

「完了」をクリック



再読み込みをクリック

このようなものが表示されたら

「再読み込み」をクリック



Xをクリック

このようなものが表示されたら

「X」をクリック



閉じるをクリック 95

このようなものが表示されたら

「閉じる」をクリック



終了する場合 96

ここをクリックして，メニューを表示

「ログアウト」をクリック



電子メール

実際にメールを出してみよう！
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電子メールの送り方 98

•宛先
•受信者のメールアドレス

•件名
•メールのタイトル

１. 「作成」をクリック



署名の設定

署名：メールの送り主の身分を示す
送り主のメールアドレスだけでは情報不足
大学のメール利用では，身分の明示が前提

99

2. 「署名を管理」をクリック

1. 「署名挿入」をクリック



メールの画面が設定に変化 100

「署名」が見えるまでスクロール

「新規作成」をクリック



作成する署名に名前を付ける 101



署名を作成 102

1. この部分をクリック

２.署名を書く

3.新規メール用の署名を変更

基本的な署名の構成

ーーーーーーーーーーーーー

１．所属
公立はこだて未来大学
システム情報科学部 学年

２．氏名
３．メールアドレス
ーーーーーーーーーーーーー



設定を保存 103

2. 「変更を保存」をクリック

1. ページの最後に移動



メール作成の再開 104

2. 「作成」をクリック

1. この部分の「×」をクリック

前回の作成中のメールを削除



２. 必ず誰宛のメールであるかを書く

自分にメールを出す 105

署名は自動挿入されている

1．件名を入れる

自分のメールアドレス

メールアドレス：学籍番号@fun.ac.jp
例：b1025991@fun.ac.jp

mailto:学籍番号@fun.ac.jp
mailto:b1022991@fun.ac.jp


内容を入力する 106

1. 宛先を書く

５. メールを送信する

2.件名を書く

3.相手の名前を書く

自分のメールアドレス

署名は自動挿入

4. 本文を書く



２. 必ず誰宛のメールであるかを書く

友達にメールを出す 107

署名は自動挿入されている

1．件名を入れる

自分のメールアドレス

メールアドレス：友達の学籍番号@fun.ac.jp
例：b1025991@fun.ac.jp

mailto:学籍番号@fun.ac.jp
mailto:b1022991@fun.ac.jp


内容を入力する 108

1. 宛先を書く

５. メールを送信する

2.件名を書く

3.相手の名前を書く

自分のメールアドレス

署名は自動挿入

4. 本文を書く



表示中のメールに返信する 109

「返信」をクリック



返信する 110

2.自分のアドレスを確認

3.相手（自分）の名前を書く

4.返事を書く

5.完成したら「送信」をクリック



２. 必ず誰宛のメールであるかを書く

b1025991にメールを出す 111

署名は自動挿入されている

1．件名を入れる

b1025991@fun.ac.jp

メールアドレス：学籍番号@fun.ac.jp
例：b1025991@fun.ac.jp

mailto:学籍番号@fun.ac.jp
mailto:b1022991@fun.ac.jp


Google Driveの使い方



Google Driveと検索 113



公式サイトからダウンロード 114



ダウンロードされたものをダブルクリック 115



インストールボタンを押す 116



インストールを待つ 117



起動をクリック 118



開始を押す 119



ログインを押す 120



大学のアカウントを選択する 121



ログインを押す 122



ブラウザを閉じる 123



次へを押す 124



次へを押す 125



好きなものを選択し次へを押す 126



好きなものを選択し次へを押す 127



ドライブを開くを押す 128



画面がでできます 129



Teamsの使い方



Teamsの使い方 131

“別のアカウントを使用”を選択



Teamsの使い方 132

大学のメールアドレス(fun.ac.jp)を入力



Teamsの使い方 133

確認して”はい”をクリック



Teamsの使い方 134

“はい”をおして×をクリック



Teamsの使い方 135

3点リーダーからミーティングをクリック



Teamsの使い方 136

IDを使用して参加



Teamsの使い方 137

ID：0000000000000

パスワード：AAAAAAAA



Teamsの使い方 138

マイクをオフにしましょう



MSOfficeのインストール



140

MSOfficeのインストールは
帰宅後家で行ってください！

https://x.gd/Sgrrl

クリックすることで資料を確認できます

https://x.gd/Sgrrl


お役立ち情報



メモ帳の開き方

1. デスクトップ画面を開く

2. 「メモ帳」と入力

3. 「メモ帳」をクリック

142

1

2

3



メモ帳の画面 143



ショートカットキー

ショートカットキーはほとんどのアプリやサイトで使用可能

144

ショートカットキー 説明

Ctrl + c 選択したテキストや要素をコピーする

Ctrl + v コピーしたテキストや要素を貼り付ける

Ctrl + x 選択したテキストや要素を切り取る

Ctrl + a 全ての要素を選択する

Ctrl + z 操作を取り消す

Ctrl + y 取り消した操作をやり直す



145授業でiPadを使用するときの使い方

・ノートアプリでノートを取る

・iPadで資料を見ながらPCでノートを取る

・思いついたアイデアを書き留めておく

・ノートアプリで課題を終わらせてそのまま提出



iPadでのノートアプリの種類 146

アプリ 値段 読み込み 出力 整理 操作性

Goodnotes6
年払い：1350円
買い切り：4080円

◎ ◎ ◎ ◎

CollaNote 無料（課金あり） ◎ ○ ◎ ○

OneNote 無料 ◎ △ ○ △



ノートメモ

⚫ 読み込み

◼ 全てPDFと写真形式が可能

⚫ 出力

◼ Goodnote: PDF、写真

◼ Collanote: PDF、写真（課金）

◼ OneNote: PDF

⚫ 整理

◼ Goodnote,Collanoteはフォルダに分けれる

◼ OneNoteは階層構造を作れてPCとノートの内容を共有可能

⚫ 操作性

◼ 主観
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